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   ９月６・７日に開催された二戸地区新人大会に、各部生徒並びに一戸 SC（サッカー）・シャドーズ（女

子バレー）に所属する選手が出場しました。どの競技もこれまでの練習の成果を発揮しながら、熱い戦い

が繰り広げられました。本校の部活動は、団体・個人で多数の入賞を収め輝かしい結果でした。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

＜個人の部＞   

１位   佐々木煌真・田口望（卓球） 田中珂帆（剣道） 

向久保笑迦・田村悠士・栗原春花・千葉柚花・菅原優輝（柔道） 

２位 野尻航希/上山和大（テニス） 田村莉乃（卓球） 泉山央都（剣道） 石倉涼（柔道） 

３位 中村一貴/寺澤汐音・立花美結/小野鈴（テニス） 山本そら乃（卓球）  

荒木田悠翔・榿澤ひいら（剣道） 
 

  

  

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

  

 

２位 
 

 
３位 

  多くの大会を振り返って感じることの一つに、「力を出し切ることの難しさ」があります。緊張した場面

や勝敗を左右するここ一番で、どうしたら力を出せるのか？ときには、実力以上の力を発揮する選手の活

躍を目にすることもあります。正解はあるのかわかりませんが、長い教員生活を振り返ると、日々の練習

は言うまでもなく、日々の生活（あいさつ・授業・清掃等）を真剣に取り組むことが、安定した実力発揮

またはそれ以上の発揮につながる傾向があるように感じられます。 

本番は来年の中総体。本番で悔いを残さないように、それぞれの目標に向かって努力し続けてほしいと思

います。「何事も地道な努力」「継続は力なり」「努力は必ず報われる」皆さんの頑張りを応援します。 

 

１位 

 

 

今年の二戸まつりは、まさに福中生が盛り上げた祭 

りでした。近年の少子化とコロナ禍の影響で、祭りの

参加者が減少する問題が続いていましたが、多くの福

中生の参加で盛り上がりました。地域の方々からも感

謝の声が届いています。 

秋の収穫に感謝し、 

来年の五穀豊穣を願う 

秋まつり。来年も盛大 

に行われますように。 

 

地域とともに 二戸まつり 2025 
 

 

 

 ９月 17 日に開催された「わたしの主張岩手県大

会」に、３年生柴田咲来さんが二戸地区の代表とし

て出場し優秀賞に輝きました。「中学１年生から笛の

吹き手として参加した二戸まつ 

り。伝統の素晴らしさを実感す 

るも担い手不足の現状を知り危 

機感を・・・。」 

三葉祭で咲来さんの発表を聞 

き、みなさんもこの問題につい 

て一緒に考えてみましょう。 

県 優秀賞‼「地域の宝を守る」 

 

   



 

 

 

 

 ８月 31 日（日）、トーサイクラシックホール

で開催された「全日本合唱コンクール岩手県大

会」に特設合唱部（22 名）が出場しました。午

後のトップバッターという重圧を感じながらも、 

練習で積み重ねてきた美しいハーモニーを会場に

響かせました。 

 「ヒカリ」では「絶望の中で希望を失わずに立

ち上がる意志の強さ」を見事に表現し、「あんた

がたどこさ」では、重なる歌声が幻想的な世界観

をかもしだし観衆の心を魅了しました。 

福岡中三大文 

化の一つであ 

る合唱を今後 

も盛り上げて 

ほしいと思い 

ます。 

 

 ８月２８日（木）、一戸町総合運動公園で開

催された二戸地区駅伝大会に特設駅伝部（22

名）が参加しました。雷雨で１日延期となった

ため、体調・気持ちを整えるのが難しいコンデ

ィションの中で、各選手はもてる力をすべて出

し切り、最後までたすきを繋ぎました。 

男子 A 第３位（1”01’04”） 

   B    OPEN（1”05’03“） 

女    子    第２位 （ 48’39”） 県大会出場 

猛暑の中、朝のトレーニングに日々励んでき

た選手の皆さん、本当にお疲れ様でした。 

女子は県大会に向け 

て、男子は来年に向け 

て練習を継続していま 

す。選手の頑張りに声 

援をおくりましょう。 
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 ９月 29日（月）、福岡中学校OBでスーパーロックバンドの SaToMansionをお招きし、３
学年 PTA 主催による講演会を開催しました。５月にこの企画をボーカルの和夫さん、後援会長の

清水さんに相談したところ、母校の後輩をぜひ応援したいと二つ返事で快諾してくれました。しか

も、メンバー４人全員での来校、司会はカシオペアFMの大久保瞳さんの豪華メンバー。 

 講演では、それぞれの中学生時代の紹介を含め、中学生に対する熱いメッセージを贈っていただ 

きました。印象深かったのは、ボーカルの和夫さんが三葉祭のステージで発表した際に多くの方の

支援を受けて実現したこと、その方々への感謝の気持ちを行動に表したエピソードです。和夫さん

は、何かを実現するためには、「熱い思い」と「愛」と「感謝」の気持ちが大事であること、「若い

うちは挫折をしても何度でもやり直せる」ことを中学生に伝えてくださいました。 

 中学生の皆さんが今回の講演を聞いて、何を感じ、どのように変化していくのかとても楽しみで

す。素敵な話と歌声を聞かせてくださった４名の先輩SaToMansionに心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

来年は、サトマンがデビュー１０周年、福岡中 

は創立８０年目の節目。お互いに応援し合い二戸 

を盛り上げていこうと校長室で話をしました。 

【Live】講演会の後、南部美人で開催されたサトマン Liveに職員と一緒に参加しました。トークに

「福中」ワードが何度も登場し、大いに盛り上がりました。この模様は、YouTube で鑑賞できま

すのでみなさんもご覧になってはいかがでしょう。わたしは、53分頃からの話のくだりに感激しました。 

  

 

 

   自己の将来を見つめる機会として、２年生は宿泊研 

修を、１年生は企業見学をそれぞれ実施しました。 

  ２年生は、盛岡で専門学校を訪問した後に自主研修 

を行い、翌日は田野畑駅から震災列車に乗って「東日 

本大震災」について様々な説明を受けました。 

 １年生は、二戸市内の企業をクラスごとに訪問し、 

様々な体験を通し、働くことの意義や将来の職業選択 

についての考えを深めました。 

 ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。 

  

★未来につながる体験学習★彡

千 

２年：専門学校 
ヘアメイク 公務員 
ペットワールド 
医療福祉スポーツ 
情報ビジネス・デザイン 
外語観光・ブライダル 
調理師    医療大学校 

 

  

１年：企業 

あべはんグループ    南部美人 

日本一フード     二戸時計工業 

二戸サントップ 二戸食品 

ツガワ二戸工場    PJ二戸フーズ 

オノデラサイン  

 

  

  

 


